
 

 丸山ダムにおいて水中点検ロボットよる調査を実施  中部地方整備局 

○中部地方整備局では、中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムをＨ２７．４に立ち上げ活動しています。 
○今回、丸山ダムにおいて全国で初めて水中点検ロボットを導入し放流設備の調査を実施しました。 
○当日は、コンソーシアム及び機械技術研究会の会員等、約５０名の参加者で最新技術を見学し意見交換を行いました。 
○丸山ダム管理所では今回の調査結果を検証し、水中点検ロボットによる設備調査の効率化・高度化を進めていきます。 

■日     時： 平成29年12月5日（火） 13:00～15:00 
■開催場所： 丸山ダム 
■主  催  者： 中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム、機械技術研究会 
■見学会内容 
 1.主催者挨拶 
 2.新丸山ダム事業説明 
 3.水中点検ロボット調査 概要説明 
 4.ロボット製作メーカーによる概要説明（大林組、パナソニック） 
 5.調査状況見学 
 6.意見交換 
 ■参加人数： 参加者約５０名 
 ■マスコミ取材： ＮＨＫ岐阜 （ＮＨＫニュース８４５ 報道） 
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＜全体説明＞ 
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見学風景 
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